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東原＠信大

日本初の一人一台環境が目指したもの
ー竹園東小学校＆筑波大学ー

1986年

最重要課題：「現在の教室でみられるより、より高い『人間どうしの
相互作用による教育』を実現するのにコンピュータは有効か」

◆一斉学習下における個別学習
◆人と人との相互作用が
増大する学習

◆実験など自発的活動を
中心にした探究学習

個に応じた学習 ≠ 個別学習
個に応じた学習 ＆ 協働学習
個に応じた学習 ＆ 探究学習電子書籍版

2014年
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東原＠信大

「未来の教室」で目指したもの
ー竹園東小学校＆筑波大学ー

しかし、これからの教育にとって重要なことは、学習者が与えら

れた内容を記憶して物知りになるのではなく、自ら情報を集め、

それを選択し、自分なりにまとめあげていく能力を育てることに

ある。また、そのような過程を通じて自らが学習して行くことにあ

る。そのためには、自分の考えだけでなくいろいろな考え方のあ

ることを知ることや、異なった考え方の中から最も妥当な考え方

を選びだし、それを発展させていくことも大切である。そのため

には、個別に学習をしているだけでなく異なった考え方をもつ学

習者を一つのグループに集め、お互いに自分の考え方を話し

合わせることができれば、意義のある学習の場を提供すること

になる。 （「未来の教室」109ページより）

→ ＵＰ表、ＭＰ表の活用
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スタディシリーズのコンセプトパンフレットより 4
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東原＠信大

インタラクティブスタディの成果 長野県坂城町立南条小学校

宮原明人、ICTで築く確かな学力 : 個別支援学習システムを活用した算数の実践、教育実践研究、2014 より 6

「個に応じる」とは？

あらためて

（個を知らない） 放任でもなく
（個を甘やかす） 迎合でもなく

個が自立し協働するための後押しをする
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東原＠信大

個に応じる目的

個性豊かで、自立した個を育てることができる。

個の主体性が尊重され、やりたいことに、自由に、集中して取り組

むことができる。

自己決定に役立つ情報が提供され、主体性に任せた以上の成果

を上げることができる。

個の特性に適した方法で、負荷を軽減し、効率よく取り組め、困難

を乗り越えやすくすることができる。

本人では気づけない、より適した内容に、より適した方法で取り組

むことにより、基礎・基本を完全に習得することができる。

あえて個に適さない方法で取り組むことで、能力を拡大することが

できる。

これらにより、他者と協働して問題解決するための基礎ができる。
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東原＠信大

個の何の違いに応じるのか

個の希望、好み
個の自由な発想に応じる

習得状況
応答（入力）に応じる
問題の正誤、誤答、応答時間

応答記録（学習プロセス）に応じる
複数の下位目標の達成状況、理解構造、誤答傾向、学習時間

認知特性、発達障害等の特性
知覚、記憶、学習、推論などの特性に応じる
障害の特性に応じる

協働的な問題解決の特性
他とのかかわり方の特性に応じる
問題解決の特性に応じる
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東原＠信大

個に応じるための方法

個の違い（特性）を検出し、表現する
応答の記録、分析、可視化
ログデータ、ステータスデータ、プロセスデータ

検出時のアダプティブなアセスメント
二分木探索、ルール・モデル、IRS分析

共通する特性のグループの抽出
ＵＰ表、ＭＰ表、ソーシャルリーディング

ポートフォリオの参照と比較
問題解決過程、構造的配置

違い（特性）に適した対応を決定する
決定する主体：学習者、先生、コンピュータ

対応：内容（最適解、おすすめ解、選択解、判断材料）、方法

判断根拠：好み、経験知、理論
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東原＠信大

例：ルール・モデルに基づく
最適課題の決定

中山・木村・東原、コンピュータ支援の教育システム―CAI、1987、p.124より

最小限の質問数で、
理解タイプを推定する。

制作：余田義彦
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東原＠信大

例：どのように個に応じるか（個別学習の場合）

(1)補充のパターン

①同じ問題をもう一度させる：何も表示しない、間違いであることを伝える、間違い
であることを伝え励ます、目標から見た手がかりを伝える、誤答に応じた手がかり
を伝える、誤答傾向に応じた手がかりを伝える

②分岐して達成できるようにしてから次に進む：誤答に応じて分岐する、誤答傾向
に応じて分岐する、目標達成状況に応じて分岐する、その他の状況に応じて分岐
する

(2)分岐先で達成するために

①目標の補充を行う：スモールステップ、具体的な提示、再度同じ問題に挑戦する、
類題で確実にできるようになったことをチェックする

②誤答傾向の補充を行う：間違いであることに気づかせる、矛盾を感じる問題を出
す、正解と比較させる、間違いであることに納得できたら目標の補充、同じ間違い
をしないよう練習をする、どっちが正しいか瞬時に判断できるゲームをする

(3)卒業テストでしめくくる
①80点以上を全員がとれるようにする：間違えた問題だけもう一度やらせる、さらに
間違えた問題だけもう一度やらせる、全部もう一度やらせる、別の卒業テスト問題
で再度チェックする

（教材開発プロジェクト報告書、沖縄県総合教育センター、2008、p.168より） 12

東原＠信大

例：どのように個に応じるか（特別支援教育の場合）

「特別な支援を必要とする児童が通常学級で共に学ぶためのタブレット用算数教材と支援システムの開発」

文部科学省 障害のある児童生徒の学習上の支援機器等教材開発事業

信州大学、東大英数理教室、シャープビジネスソリューション
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東原＠信大

例：どのように個に応じるか（協働学習の場合）

協働学習ツールの参照、コメント数等を分析、可視化

他者が自分と異なることに気づける仕組み

ポートフォリオ、協働学習ツール

気づいて自分に活かす、気づいて他と一緒に行う

異なる立場に立てる環境
ボーノの6色ハット法
自分に得意な帽子をかぶる→自分に苦手な帽子をかぶる
（白：客観的、赤：感情的、黒：批判的、

黄：肯定的、緑：創造的、青：調整的）

藤森のバタフライマップ法

モデルを示す
誰が何を見たか

誰が何によってどう変化したか
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児童が活動内容を記したノート

ノートの題名は一覧表示される

題名を平面に
再配置する

題名のマップ表示

題名をクリックするとノートが表示

友達のマップを見ることができる

橋澤宏文、JSET2005全国大会より

総合的な学習の時間の
ポートフォリオ
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友達のマップに触れることにより、ノートの題名が
直線的・羅列的配置から構造的配置に（33名/40名）

5月24日 5月25日 6月21日

児
童
Ａ

児
童
Ｂ

橋澤宏文、JSET2005全国大会より 16

東原＠信大

他人と自分の違いに気づける最近の方法

ソーシャルリーディング（テキストマーキング機能）

表現（思考）過程の再現（ストローク再生機能）

話者別発話記録（TruRecoｒder）

産学官プロジェクト：次世代型学びプロジェクト「ひの＠平山小」より

シ
ス
テ
ム
が
示
す
の
で
な
く

学
習
者
が
自
ら
気
づ
く
仕
組
み
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教育実践総合センター

次世代型学び研究開発センター

2016年4月改組

信州大学教育学部は
新な学びに挑戦する仕組みを創設します

戦略型プロジェクト（ICT＆AL）
実践研究型プロジェクト
産学官協働型プロジェクト

Center for Research on Innovative Learning (CRIL)
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